
25

6
省エネルギー
スリップトルク4Nmタイプと8Nmタイプは磁
気回路最適化によりコイル容量を削減し、とも
に消費電力を20W以下（従来機種比30％～
40％減）に抑え、省電力化を実現しました。

8
高応答性

OPC-N形、OPB-N形は応答性が良く、
フィードバック制御に最適です。

7
小形高性能
強制冷却形OPC-Aシリーズは自然冷却形OPC-Nシリーズと同サ
イズながら、クラッチ内部に溝配管形状を採用したことで省スペー
ス化を図り、許容スリップ工率の大幅な向上（自然冷却形Nシリー
ズの1トルクサイズ上を超える許容スリップ工率）を実現しました。

/

優れています。 耐久性に優れています。

優れた

く、

く、

り、
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マイクロパウダクラッチ［自然冷却形］

［冷却ファン付き］

マイクロパウダクラッチ［自然冷却・
強制冷却両用］

A

N：自然冷却形
A：自然冷却・
　　強制冷却
　　両用
F：冷却ファン付き

F

12～25

12～25

A

F

4

N
タイプ記号

11



4
-N
、ハブおよびハウジング

ハブ となっ ハ
ブの内周側 ロータ

、ハブとハウ
ジングに内蔵された

、ロータとハブの間に磁
じ、ロータの

ハブ

ハブ入（出）力側

シャフト入（出）力側

ハウジング

ロータ取付け用タップ穴

取付け用通し穴

12



MODEL

OPC-N マイクロパウダクラッチ［自然冷却形］
5形、10形、20形

トルク：0.5～2N・m

形　番 OPC 5N 10N 20N

定格トルク 〔N・m〕 0.5 1 2
慣
性J×10－4〔kg・m2〕

入　力　側 0.172 0.257 0.928
出　力　側 0.030 0.064 0.150

軸　　　径 dg7 5 7 12
t 4.5 6.5 11.5

径
　
　
方
　
　
向

A1h8 50 54 69
A2 50 56 69
B 70 76 92
Ch7 40 42 54
E 30 34 46
F 60 66 82
G 4.5 4.5 4.5
H    3×M4 3×M4 4×M4

軸
　
　
方
　
　
向

L 77 83 116
M 25 27 47
N 4 4 4
P 11 13 25
Q 5 5 6
R 8.5 8.5 15
S 25.5 16.5 22
T 13.5 15.9 33
U 10.4 12.2 24
Y 9 10 20

質　　　　　　　量 〔g〕 700 850 1550

4×φG

E

F

H45°

両側；相互の位置関係なし
シャフト断面

ハブ
入/出力

出/入力出/入力
シャフト

取付板

Y

Y

U
PQ

R

MN
L

ST
U

リード線
極性不問

シャフト

Y

Y

A
2 d d

3
0
0

C BA
1

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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MODEL

OPC-N マイクロパウダクラッチ［自然冷却形］
40形、80形

トルク：4～8N・m

形　番 OPC 40N 80N

定格トルク 〔N・m〕 4 8
慣
性J×10－4〔kg・m2〕

入　力　側 2.20 4.76
出　力　側 0.84 2.13

軸　穴　径 dH7 12 15

径
　
　
方
　
　
向

A1h8 86 98
A2 88 100
B 112 128
Ch7 70 80
D 20 20
E 60 70
F 100 114
G 5.5 6.5
H    4×M4 4×M4

軸
　
　
方
　
　
向

L 97 112
M 32 36.5
N 5 6
P 10 14.5
Q 6 6
R 15 15
S 21 24.5
T 18 20.9
U 8.8 13.3
Y 4 6.5

質　　　　　　　量 〔g〕 2650 3750

4×φG
E

F
H45°

両側；相互の位置関係なし
シャフト断面

2×M4

ハブ
入/出力

Y
2か所

U

シャフト
出/入力

シャフト
出/入力

取付板

Y
2か所

リード線
極性不問

T S

L
N

R

M
Q P

U

A
2 D d

3
0
0

Dd C BA
1

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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MODEL

OPC-A マイクロパウダクラッチ［自然冷却・強制冷却両用］
40形、80形

トルク：4～8N・m

形　番 OPC 40A 80A

定格トルク 〔N・m〕 4 8
慣
性J×10－4〔kg・m2〕

入　力　側 2.20 4.76
出　力　側 0.84 2.13

軸　穴　径 dH7 12 15

径
　
　
方
　
　
向

A1h8 86 98
A2 88 100
B 112 128
Ch7 70 80
D 20 20
E 60 70
F 100 114
G 5.5 6.5
H    4×M4 4×M4

軸
　
　
方
　
　
向

L 97 112
M 32 36.5
N 5 6
P 10 14.5
Q 6 6
R 15 15
S 21 24.5
T 18 20.9
U 8.8 13.3
V 13 13
W 31 34.8
Y 4 6.5

質　　　　　　　量 〔g〕 2700 3850

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。

リード線
極性不問

圧縮空気排出口　M5　出荷時プラグ付き

圧縮空気注入口　M5　出荷時プラグ付き

N M

R
Q PST

3
0
0

L

出荷時プラグ装着状態

Y
2か所2か所

ハブ
入/出力

外周からの深さ

3±1

0.5

d D C BA
1

2×M4

シャフト断面
両側；相互の位置関係なし

U

シャフト
出/入力

シャフト
出/入力

取付板

V
W

4×R7.5

Y

U

D dA
2

注
入
口（
IN
）

排
出
口（
EX
）

4×φG

E

F

H
45°

15



4×φE
45°

シャフト断面

D

リード線
極性不問

S

S
R

L
NM

QP

3
0
0

d
CB A

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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MODEL パウダブレーキ［自然冷却形］
120形、250形

トルク：12～25N・m

形　番 OPB 120N 250N

定格トルク 〔N・m〕 12 25
慣　　　性 J×10－4〔kg・m2〕 7.55 24.37

軸　　　径 dg7 15 20
t 14 18.5

径
方
向

A 146 186
Bh9 42 55
C 64 78

軸 

方 

向

L 60 70
M 49 64
N 6 6
P 20 25

質　　　　　　　量 〔g〕 4800 9000

OPB-N

シャフト断面
取付け用ねじ穴　6×M6
使用可能ねじ部長さ 10以下

C

リード線
極性不問

30°

30
0

L M
N

P

P

d B A

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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MODEL パウダブレーキ［冷却ファン付き］
120形、250形

トルク：12～25N・m

形　番 OPB 120F 250F

定格トルク 〔N・m〕 12 25
慣　　　性 J×10－4〔kg・m2〕 7.55 24.37

軸　　　径 dg7 15 20
t 14 18.5

径 

方 

向

A 146 186
Bh9 42 55
C 64 78
E 166 206

軸 

　
方 

　
向

M 49 64
N 6 6
P 20 25
Q 74 84
R 38.5以下 44.5以下
S 92 119

質　　　　　　　量 〔g〕 5400 9900
■冷却ファンは、DC24Vを印加してご使用ください。

OPB-F

冷却ファン　リード線
赤色：＋,黒色：－ R

300

Q M
N

P

P

B A Ed

シャフト断面

使用可能ねじ部長さ 10以下
取付け用ねじ穴　6×M6

C

パウダブレーキ リード線
極性不問

30°

30
0

S
S

※使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
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形　　番

性　能 コイル（20℃）
ドラグトルク
（参考値）
〔N・m〕

許容スリップ工率〔W〕
許容
回転数
〔r/min〕

定格トルク
〔N・m〕

電流〔A〕
（75℃）

電 圧
〔DC-V〕

抵 抗
〔Ω〕

容 量
〔W〕

時定数
〔ms〕

工 率
〔W〕

冷却用圧縮空気

風 圧
〔Pa〕

風量
（参考値）
〔m3/min〕

OPC5N 0.5 0.39

24

50.2 11 11 0.01 15 － －

1800

OPC10N 1 0.48 41.0 14 22 0.02 25 － －
OPC20N 2 0.62 32.0 18 24 0.04 45 － －
OPC40N 4 0.53 37.2 15 49 0.08 70 － －
OPC40A 120 5×104 35
OPC80N 8 0.64 31.0 19 62 0.16 90 － －
OPC80A 160 5×104 35

形　　番
性　能 コイル（20℃） ドラグトルク

（参考値）
〔N・m〕

許容
スリップ
工率〔W〕

許容
回転数
〔r/min〕

定格トルク
〔N・m〕

電流〔A〕
（75℃）

電 圧
〔DC-V〕

抵 抗
〔Ω〕

容 量
〔W〕

時定数
〔ms〕

OPB5N 0.5 0.22

24

90.5 6.4 17 0.01 25

1800

OPB10N 1

0.30

65.4 8.8 27 0.02 35
OPB20N 2

65.0 8.9

23 0.04 50
OPB40N 4 50 0.08 60
OPB80N 8 74 0.16 80
OPB120N 12 124 0.24 100
OPB120F 250
OPB250N 25 211 0.50 130
OPB250F 380

OPC形

OPB形

 5形、10形、20形、40形、80形

 5形、10形、20形、40形、80形、120形、250形

※ 使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
※制御は専用コントローラをご使用ください。
　詳細は64ページをご覧ください。

※ 使用姿勢は軸が水平に限定していますので、縦軸および斜軸では使用しないでください。
※制御は専用コントローラをご使用ください。
　詳細は64ページをご覧ください。

表１

表２
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ト
ル
ク

励磁電流〔％〕

100

80

60

40

20

0
5000 1000 1500

OPC-N形・OPC-A形　許容連続スリップトルク特性（代表例）

OPC-N形

OPC-A形

〔％〕

相対回転数〔r/min〕

3

〔％〕

相対回転数〔r/min〕

22
62
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　パウダクラッチ/ブレーキには軟質の材料を多
く使用しています。叩いたり、落としたり、また
は無理な力を加えますと、打ち傷や変形を生じま
すので、取扱いにご注意ください。

　クラッチ/ブレーキのリード線を無理に引っ
張ったり、鋭角に折り曲げたり、リード線を持っ
てぶら下げたりしないようにしてください。

　無理な力や衝撃を与えないようにしてくださ
い。取付け面との直角度と相手軸との同軸度に注
意し、必要に応じてフレキシブル・カップリング
をご使用ください。

　中空軸（OPC40N/A、80N/A形）に軸を固
定するセットボルトには、緩み止め処置を施して
ください。

　水滴・油滴のある場所での保存・使用は避けて
ください。
　粉塵の多い場所や、内部に液体や異物・腐食性
ガスが入り込む可能性がある場所では、使用しな
いでください。

　パウダクラッチ/ブレーキは、発生トルクを熱
エネルギーとして外部に放出するため発熱し、ス
リップ回転数とトルクの積に比例するスリップ工
率（仕事量）が指標になります。
　それぞれの製品ごとに許容スリップ工率が規定
されていますので（62ページ参照）、許容スリッ
プ工率以内でご使用ください（19ページ表１、

取扱い上の注意

リード線

取付け上の注意

表２参照）。
　発熱は取付け部材やハブ、軸からの熱伝導や対
流、放射などによって放熱されますが、ご使用状
態によっては十分な放熱が得られない場合があっ
たり、高トルクかつ低速回転域では、コイルの消
費電力による自己発熱の影響を考慮する必要があ
ります。
　表面の最高温度は60℃を目安として、温度が
上がりすぎる場合は放熱特性を改善したり、仕事
量を下げたりして、過熱を避けてください。

　一般的にパウダクラッチ/ブレーキは、長期間
のご使用による摩擦作用によって内部のパウダが
摩耗しますが、定格電流値を励磁しても、定格ト
ルクが得られなくなるまでご使用いただけます。
　当社パウダクラッチ/ブレーキは、より長期間、
継続して安定したトルクでご使用いただけますよ
う、初期トルクは定格トルクよりも高めのトルク
が得られるように設計していますので、ご使用に
当たっては電流を調整し、定格トルク以下の設定
でご使用ください。

　パウダクラッチ/ブレーキは、低速回転から高
速回転まで幅広くご使用いただけますが、高トル
クかつ低速回転でご使用いただく場合、取付け部
材や負荷の特性によっては、稀にトルクが不安定
になることがあります。
　そのような場合は回転数を上げてご使用くださ
い。

　＋－の極性は、どちらに接続しても性能に違い
はありません。

　強制冷却時は、圧縮空気注入口と圧縮空気排出
口のプラグを外して冷却用圧縮空気配管を接続
し、必ず清浄化フィルタ（ろ過度：0.01μm、捕
集効率 99.9% 以上を推奨）を通した清浄かつ乾
燥した状態で注入してください。
　冷却用圧縮空気の注入口・排出口に用いる継手
（サイズ：M5）は、お客様にてご用意ください。
また、冷却用圧縮空気は3×104 Pa～5×104 Pa
の範囲で注入し、注入口近辺で規定量以上の風量
が出ていることをご確認ください。

使用上の注意

軸

中空軸の固定

環境

許容スリップ工率

トルク変化

回転数

パウダクラッチ/ブレーキの電源極性

強制冷却形［OPC40A/80A］

本体
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　冷却ファン付パウダブレーキの冷却ファンは、
定期的な点検と清掃をお勧めします。

　輸送中の振動や衝撃によって、パウダ（磁粉）
が偏在して発生トルクにムラが出た場合は、以下
の慣らし運転で回復できます。

・ OPB-N形はシャフトが回転、OPC-N形はハブ
を固定してシャフトが回転している状態におい
て、通電をオン/オフしてください。
・ 回転数はご使用の条件で構いませんが、回転数
が高いほど短時間で完了します。
・ 通電電圧はご使用の条件で構いませんが、電圧
が高いほど短時間で完了します。
・ 通電オン/オフは、5秒オン/10秒オフ程度の繰
り返しを目安として、表面の最高温度が60℃
を超えないようにしてください。

慣らし運転の方法

冷却ファン付き［OPB120F/250F］

慣らし運転
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図4

図5

OPC-N形

OPC-A形

軸固定用ねじ
緩み止め処置

軸の公差：h7
（JIS B 0401）

プーリ固定ねじ
緩み止め処置

タイミング・プーリ（入力側）

取付け用ボルト類
緩み止め処置

出力軸

軸固定用ねじ
緩み止め処置

軸の公差：h7
（JIS B 0401）

プーリ固定ねじ
緩み止め処置

タイミング・プーリ（入力側）

取付け用ボルト類
緩み止め処置

出力軸

冷却用圧縮空気配管
注入口

冷却用圧縮空気配管
排出口
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図6

図7

OPB-N形

OPB120～250N/F形

取付け用ボルト類
緩み止め処置

軸固定用ねじ
緩み止め処置

軸固定用ねじ
緩み止め処置

取付け用ボルト類
緩み止め処置
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